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面
機
関
紙
が
本
運
動
の
目
的
達
成
の
上
に
羅
針
盤
的
役
割
を
果
す
駐
と
が
出
来
蕊
十
れ
ぽ
此
の
上
も
Ⅷ

針
］
甲
、

而
な
く
喜
び
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
り
ま
す
。
》
脳

巨
獣
恥
録
欝
溌
瀕
霧
雑
錘
鮭
謂
鰯
溌
溌
鍛
謹
識
職
睡
艇
蕊
辮

蒜
切
に
お
願
い
致
し
ま
し
て
発
刊
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

虻、
凸

１

羊“

輌
騨
繼
潔
鰡
蕊
瞭
潅
鱒
総
饒
潔
蕊
朧
軽
灘
洩
嘩
鯲
脈
一

師
に
父
経
済
的
に
頗
る
悶
雛
め
と
き
に
際
会
し
た
場
合
膳
に
提
隅
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
凹

一
艸
勿
論
わ
れ
わ
れ
の
生
活
様
式
を
改
一
善
丁
ろ
こ
と
は
何
れ
の
方
閲
か
ら
み
て
も
之
に
反
対
ず
べ
き
那
岬
川

雨
鯛
は
な
く
比
較
酌
無
理
め
厳
い
方
策
と
思
わ
れ
る
の
で
新
生
活
運
動
を
政
府
や
県
が
大
き
く
、
と
り
山

一
叩
あ
げ
た
こ
と
に
対
し
て
は
賛
意
を
表
十
る
わ
け
で
、
む
し
ろ
今
の
日
本
に
は
、
と
今
に
必
要
の
量
山

一

岬

‐
」
で
あ
る
し
現
在
の
困
難
な
經
済
事
情
か
ら
み
て
も
、
ま
た
複
雑
な
哩

繊
熱
謹

一
Ⅱ

Ｆ
Ｊ
叩
ｒ一
〆
叩
ｊ
ｒ
ｌ
必
喫
で
は
な
い
雷
し
よ
う
か
０
Ⅷ

』

、
叩
Ｊ

排

一

川

一
Ⅲ

一
‐

州

一垂
Ⅲ

Ｍ
一

而

よ
い
社
会
が
生
れ
る
こ
と
贈
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
蝿
す
。

耐
窯
識
蕊
鱈
鶏
跨
簾
舗
溌
鱸
鵡
罐
議
鶏
粥
騨
撫
鮮
嚇
一

前
紙
、
そ
し
て
下
か
ら
盛
り
あ
》
が
る
皆
様
の
声
の
発
表
や
新
ら
し
い
描
来
事
の
機
関
紙
と
し
て
こ
の
ｕ
Ⅱ
一

耐
た
び
「
高
萩
市
生
活
改
善
」
が
発
刊
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
意
義
潔
く
御
同
慶
に
存
哩

而
ず
婚
と
こ
ろ
兼
一
あ
り
ま
す
。
恥
一

禰
蓋
遮
蠅
溝
改
蕃
に
よ
り
わ
れ
お
れ
は
一
切
の
無
駄
な
憎
き
冗
費
節
約
の
喪
が
華
け
得
ら
れ
る
ぱ
・
〃
型

Ｉ
一

両
り
学
い
ゞ
な
く
同
時
に
ま
た
活
動
鮨
率
増
進
の
上
に
も
賀
す
る
Ｌ
蛤
こ
ろ
ま
こ
と
に
火
で
あ
り
史
し
て
木
剛

」鍋
一

i

典

鰈
礎
適
し
た
事
と
心
か
ら
御
喜
び
に
絶
え
な
い
次
節
で
御
座
い
ま
す
。
＃

蝋
と
心
機
関
繊
が
一
回
譲
熟
認
嘩
蕊
潔
懲
灘
弱
鵡
化
愈
僻
繩
聡
酌

鍵
蕊
雲
譽
渦
…
上
蕊
す
“
》
〆
”
蓬
・

↑
御
紙
の
創
刊
を

．㎡▽Ｌ

一、邪

卜創

刊

を

祇

し

；

て」Ｄ

Ｂ
》
■
■
ず

・

‘
高
萩
市
婦
人
団
体
連
絲
協
議
会
長
：
犬
詩
“
和
ゞ

菌
民
の
生
活
と
国
家
経
済
の
為
に
新
生
活
運
動
が
如
何
に
大
切
な
遙
事
か
は
論
を
更
た
ず
、
政
志
と

し
ま
し
て
も
新
生
活
運
動
譲
麗
開
し
押
し
准
め
ら
れ
て
お
る
現
状
で
御
座
居
吏
す
。
》

此
度
高
萩
市
に
於
か
れ
ま
し
て
は
強
早
く
生
活
改
善
の
機
関
紙
を
発
行
さ
れ
ま
し
溌
事
は
誠
に
時
宜

ノ

刑
源
あ濡

萩
市
長
《
箒
個
剛
↑

、
．
．
峰
威
夫
上

トー
識

－
ｔ↑

つ
、
》
し
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的
な
制
約
の
も
と
に
、
・
碓
反
省
な
生
活
に
甘
人
じ
て
来
た
濁
れ
わ
も
》
》

れ
の
生
活
に
、
大
巾
な
酸
善
を
要
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
茨

ｂ
】
■
Ｆ
Ｊ
Ｇ

灘
撚
凝
蝿
鰯
蕊
謹

聴
龍
い
》
‐
｜
も
、
蝿
の
指
罐
モ
ダ
ル
巾
と
し
て
新
生
活
逮
動
撫
繩
遮
）

す
る
こ
・
と
に
な
っ
た
の
は
毒
ぼ
し
い
菰
第
罐
あ
る
。

坐

し
か
４
生
活
改
善
ば
机
上
の
帥
剛
逸
り
行
お
れ
《
ろ
も
の
驚
職

く

だ

た
一
罰
ア
ダ
《
に
そ
の
効
果
か
蕊
げ
る
こ
と
も
期
待
塘
診

い
、
ぞ
こ
に
掴
の
新
生
活
通
勤
も
、
市
町
村
の
推
漣
鯉
動
，
蝿
』

画
測
れ
牝
經
費
倒
れ
に
終
る
の
で
ほ
な
い
か
‐
〆
》
い
う
懸
念
溌
卿

れ
ろ
所
以
が
恥
《
？
ど
思
う
ｐ
ぞ
僅
芳
わ
れ
わ
れ
は
、
樅
沼
欧
鞭
の
ゞ
一

裁
雄
を
ど
こ
に
霞
く
か
と
い
う
》
」
と
を
蕊
剣
に
考
え
る
べ
き
蒲
。
払

私
は
こ
れ
を
閥
人
の
自
覚
に
求
鉢
た
り
自
昂
に
車
雑
な
い
稚
猟
一

改
諺
誰
鈴
評
奉
凶
錘
蹴
坪
酔
鋤
淋
一
酔
錘
』
極
恕
津
奉
詣
、
勘
鐇
判
封
紗
等
《

永
励
論
生
活
改
差
②
一
端
で
曲
↓
類
に
蕊
か
い
厳
い
。
１
ふ
じ
こ
当
〉
ル
ー

滉
柏

》Ｈ

ら
が
、
人
真
似
約
に
行
わ
れ
迄
、
肖
覺
に
寸
夢
生
活
殻
榊
腱
よ
る
一

咽
の
で
な
か
っ
た
ら

雨
決
し
－
て
生
漏
敵
祷
と
は
や
い
斜
な
い
嘱
患
‐
一

た
こ
の
よ
う
な
惑
斉
は
、
各
人
の
織
活
嫌
式
の
相
遜
縄
溌
力
鴫
蝿
》

境
そ
の
他
の
諸
怖
件
に
支
配
さ
れ
鴛
築
鮒
で
き
な
い
向
州
少
嘩
蹴
一

隣

禺

、
，
ま
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
私
は
各
個
人
が
自
彊
し
て
自
己
の
蝿
演
も

生
活
改
善
へ
の
‐
心
が
ま
え
印
聯
“

理

、

零
・

《

．

抑

い

い

部
無恥郡

・

ｌ
心
占
い

高
萩
市
数
符
長
淵
田
職
尉
職
咋
叔

柔
〆
“

：

民
主
約
な
祉
全
を
形
成
し
新
日
本
を
建
設
す
『
ろ
た
め
は
《
封
建

－－■＝
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男
一
五
、
玉
川
九

女
一
五
、
八
二
川

一
旨

ノ

ニ
｜：

世
帯
数
（
職
業
別
）
二
八

一
金
融
業

農
業
一
、
七
七
一
一
そ
の
他
八
九
六

砿
業
一
、
川
二
三
計
六
、
五
四
八

工
業
一
、
二
四
八
一

夕
詞
Ｌ
Ｉ
ｂ
１

ｂ
１
１
回
可
ｂ
ｑ
■
ｑ
ｂ
可
ｈ
ｑ
６
ｑ
ｂ
ｑ
Ｂ
く
ｂ
ｑ
』
１
ｂ
ｑ
ｂ
可
ｈ
可
ｈ
ｑ

Ｕ
ｑ
Ｌ
１
■
ｑ
囮
ｑ
囮
ｑ
ｈ
Ｉ
ｂ
Ｉ
ｂ
０
伽
Ⅱ
Ｌ
１
ｂ
ｑ
１
０
ｕ
鳳
苦
Ｉ
Ｂ
Ｉ
ｈ
ｑ
■
ｑ
ｈ
ｑ
ｂ
ｌ
ｈ
１
ｂ
ｑ
ｂ
設

一
昭
和
三
十
年
度
生
活
科
学
総
推
進
要
項
一

（
茨
城
腺
）
睾

一
本
県
に
お
け
る
生
活
科
学
化
運
動
は
、
す
で
に
数
年
来
、
衣
手

宣
艮
住
、
保
健
衛
生
、
生
活
行
事
の
改
善
合
理
化
に
、
相
当
の
実
一

一
績
を
あ
げ
て
き
た
が
、
昭
和
三
十
年
に
お
い
て
は
、
左
に
掲
げ
一

ざ
。
と
こ
ろ
に
よ
り
、
一
層
強
力
に
推
進
し
、
福
、
茨
城
の
建
設
一

一
を
は
か
る
。
↓

一
言
県
民
の
福
祗
を
増
進
す
る
た
め
へ
各
部
門
を
あ
げ
て
、
一

生
活
環
境
改
善
の
県
民
運
動
を
展
開
す
る
。

一
二
、
家
庭
継
済
の
充
爽
と
、
そ
の
碓
立
を
期
す
る
た
め
、
通
一

正
家
族
計
脚
、
消
費
合
理
化
、
生
産
の
向
上
を
ば
か
一

プ

つ

○

一
声

一
三
、
食
生
活
の
改
一
善
合
理
化
洋

強
力
に
椎
蛙
す
る
た
め
‐
栄
で

養
浄
塞
盤
に
粉
食
、
特
殊
食
品
等
の
奨
励
、
崎
に
学
校
一

給
食
、
牛
乳
飲
川
、
優
良
山
羊
の
増
殖
等
に
つ
い
て
の
一

適
切
な
措
置
諸
淋
ず
る
と
共
に
、
飲
料
水
に
関
す
る
諸
一

問
題
の
改
善
を
期
す
る
。

一
剛
、
冠
婚
葬
祭
等
の
誹
活
行
事
を
簡
素
合
理
化
し
、
極
力
冗
一

雷
の
節
約
を
は
か
り
、
健
全
娯
栞
の
振
興
を
企
図
す
る
一

一
五
、
生
活
科
学
化
摘
定
市
町
村
の
地
域
活
動
症
活
溌
に
し
、
一

々
ゞ
住
民
の
熱
意
を
一
噸
高
め
る
と
共
に
、
更
に
指
導
班
を
一

強
化
し
て
、
大
い
に
そ
の
推
進
を
は
か
る
。

一
六
、
前
各
号
推
進
の
た
め
の
基
礎
と
な
る
棚
変
研
究
は
へ
科
一

学
技
術
研
究
所
に
お
い
て
行
い
、
更
に
そ
の
成
果
を
準
一
一

げ
る
よ
う
に
努
ぬ
る
。
」

一
七
、
市
町
村
科
学
擬
術
研
究
会
に
対
し
て
は
、
十
分
な
援
助
一

協
力
に
努
め
、
牛
橘
科
学
化
運
動
の
成
果
を
、
市
町
村
室一

行
政
に
反
映
す
る
Ｑ

１
１
‐
．
！
ｂ
日
」
■
ｂ
ｑ
Ｌ
ｑ
４

４
、
、
ｂ
、
ｂ
Ｉ
ｑ
Ｂ
、
１
日

」
■
、
ｂ
１
ｑ
Ｑ
ｑ

‐
Ⅱ
陶
ｑ
ｂ
９
ｑ
』
ｑ
』
ｑ
Ｌ
Ｉ
１
１
ｈ
ｑ
Ｌ
ｉ
ｑ
」
日
肖
『
ｈ
Ｌ
筒
‐
、
、
Ｌ
Ｖ
卜
叫
レ
鞄
ｂ
３
１
Ｌ
ｑ
ｎ
・
０
、
Ｌ
１
－
－

－
ｑ
、
ｑ
も
ｑ 計

三
一
、
三
七
三

1
‐

三

一
一

､

菫岳

b
L

ヒ

ヨ

騨
秋
市
の
人
口
及
び
世
帯
數

Ⅱ
（
八
月
一
日
現
在
）
Ⅱ

商
業
六
五
○

サ
ー
ビ
ス
業
三
○
一

運
輸
柴
二
四
二

農
家
の
人
た
ち
は
夏
の
日
盛

り
に
、
湯
の
よ
う
に
煮
え
た
田

に
つ
か
っ
て
除
草
を
し
ま
す
。

こ
の
行
事
は
、
稲
の
根
株
を
か

い
て
、
根
を
刺
激
し
成
育
を
促

す
と
共
に
、
稲
の
発
育
の
妨
げ

と
な
る
雑
草
を
、
取
り
除
く
た

い
せ
つ
な
夏
の
農
作
業
で
す
。

生
活
科
学
化
も
、
こ
の
除
草

と
同
じ
で
す
。
私
た
ち
は
、
生

活
の
除
草
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
も
し
、
生
活
に
新
し

い
時
代
の
空
気
を
通
わ
せ
、
ム

ダ
を
省
く
こ
と
を
怠
っ
た
と
し

た
ら
、
生
活
は
ゆ
が
め
ら
れ
、

す
ぐ
ノ
、
と
育
つ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

生
活
の
中
か
ら
ム
ダ
を
除

き
、
新
し
い
伝
統
を
築
き
、
よ

い
習
膿
を
つ
く
っ
て
こ
そ
、
明

る
い
豊
か
な
生
活
を
も
た
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
し

て
、
．
そ
れ
が
、
家
庭
か
ら
隣
近

所
え
、
部
落
や
町
内
え
、
ひ
い

て
村
や
町
え
と
お
し
拡
げ
ら

れ
、
私
た
ち
の
住
む
地
域
社
会

全
休
が
合
理
化
さ
れ
て
ゆ
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

古
い
伝
統
の
中
に
、
複
雑
な

社
会
生
活
を
管
む
私
た
ち
が
‘

そ
の
生
活
を
科
学
化
す
る
こ
と

は
，
も
ち
ろ
ん
容
易
な
こ
と
で

生
活
科
學
牝
Ｊ
）
ほ

茨
域
縣
知
事
霞
塗
溌
謁
学
課

は
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
県

民
の
全
部
が
、
自
分
の
足
も
と

か
ら
一
つ
一
つ
改
善
し
て
行
け

ば
、
決
し
て
不
川
能
で
は
あ

り
ま
せ
ん
Ｏ

生
活
科
単
化
と
い
い
、
生
活

改
善
と
い
り
の
咄
、
要
は
生
活

を
管
む
県
民
自
身
の
心
が
ま
え

と
、
ど
の
よ
５
に
こ
れ
を
実
行

す
る
が
に
あ
る
の
で
す
。
百
の

お
題
目
を
な
ら
べ
て
も
、
実
行

が
伴
わ
な
け
れ
ば
．
生
活
の
向

上
は
あ
り
ま
抄
一
ん
。

た
だ
、
特
に
留
意
し
た
い
こ

と
は
、
生
活
科
学
化
と
は
、
社

会
生
活
の
合
碑
化
と
か
家
庭
生

活
の
合
那
化
と
か
生
活
行
事
慣

習
等
の
、
改
善
と
云
っ
た
よ
う

な
堅
苦
し
く
形
式
的
な
敦
善
だ

け
を
指
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
が
總
合
さ
れ
消
化

さ
れ
て
、
生
減
余
一
般
が
合
理
化

さ
れ
、
喜
び
に
あ
ふ
れ
た
明
る

い
家
庭
生
活
が
梁
か
れ
、
福
阯

に
み
ち
た
社
会
が
造
ら
れ
ぁ
こ

と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
、
台
所
の
棚
に
置

か
れ
た
一
菫
の
草
花
、
夕
食
後

の
ラ
ジ
オ
に
一
刻
を
過
す
家
庭

団
ら
ん
の
婆
の
中
に
こ
そ
、
生

活
を
科
学
化
さ
れ
て
ゆ
く
の
で

あ
り
ま
す
。

宅
に
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
で
は
新
生
活
普
及
推
進
係
長

し
た
。
長
尾
主
事
を
脈
遮
し
て
下
荊

△
八
月
二
十
コ
日

田
住
散
華
旱
デ
ル
部
蒋
の
巽

午
後
一
時
よ
り
高
萩
婦
人
会
態
を
調
査
し
た
ｕ

△
八
月
十
一
洞

一
助
友
家
庭
部
長
を
招
い
て
敵

△

八

月

十

二

日

‐

△
八
月
二
十
六
日

高
萩
地
区
家
庭
ク
ラ
ブ
（
高

住
生
活
改
善
壬
デ
ル
部
落
老

萩
高
校
）
高
萩
婦
人
会
、
衣

は
代
表
君
鈴
木
軍
忠
氏
宅
に

繕
舗
搾
帝
が
榊
癖
錘
鐸
宰
啓

認
癖
鍔
鍵
嘩
岬
悸
轌
嶬
函
幟

ゞ
芦
ゞ
・
二
》
言
．
ど
胴
‐
ｌ
壷
三
一
３
ゞ
２
↓
Ｅ
］
睾
副
ゞ

議

し

た

。

参
集
し
て
野
良
着
と
家
庭
着

活
溌
な
意
見
も
出
て
蹄
会
裡
学
縦
維
の
識
測
と
映
剛
の
会

に
午
後
二
時
終
了
し
た
。

を
開
催
し
た
。

△
八
月
十
六
日
市
長
力
壗
勝
匡
次
い
て
鼎
森

市
長
の
挨
拶
に
次
い
て
雌
森

食
生
活
改
善
モ
デ
ル
部
蕗
で
一
奥
家
庭
衣
及
び
作
業
衣
の
縫

所
斎
藤
普
及
員
を
招
い
て
代

表
者
荒
川
千
代
さ
ん
宅
で
料

理
識
習
会
を
開
い
た
。

衣
生
活
改

善
モ
デ
ル
部
落
で

は
高
萩
婦
人
会
大
高
全
長
丹

副
会
長
助
友
家
庭
部
長
を
招

い
て
衣
生
活
改
善
実
践
方
策

に
つ
い
て
協
議
懇
談
し
た
。

出
席
会
員
二
十
五
名
、
市
か

ら
棚
谷
主
事
が
列
席
し
た
。

爾
後
毎
週
日
曜
の
午
後
一
時

か
ら
縫
裁
芙
習
会
を
代
表
者

は
高
萩
地
区
農
業
改
良
相
談
一
裁
に
つ
い
て
衣
生
活
君
子
九

の
展
示
並
び
に
発
表
会
を
午

前
九
時
よ
り
開
催
、
引
続
い

て
母
と
子
の
座
談
会
を
行
い

ー一屋吾舂畠旦

｜
◎
‐
悔
い
ば
諺
・
や
。
◇
。
◇
◇
．
◇
◇
◇
◇
も

◇･･･。。
。
。
◇
◇
◇
◇
◇
◇
。
。
。
◇
◇
◇
◇
◇

h
h

｜
参
、
日
の
暮
れ
る
の
も
濡
れ

一
て
受
満
し
た
。

△
八
月
二
十
七
日

高
萩
市
、
高
萩
市
教
育
斐
員
一

余
、
高
栽
商
工
振
興
会
洪
催
一

で
高
萩
高
等
学
校
識
戦
に
化

田
工
鑛
柴
課
長
の
挨
拶
が
あ

り
続
い
て
日
本
化
学
繊
維
協

会
洲
燕
部
長
和
田
篭
夫
先
生

の
有
意
義
な
誌
演
が
約
一
時

間
半
に
豆
ｂ
行
い
今
憎
の
強

雨
に
も
拘
ら
ず
参
集
し
た
約

Ⅷ
百
名
の
聴
衆
に
深
い
感
銘

を
与
へ
た
。

△
八
月
二
十
九
日

荻
城
喋
知
事
室
生
漸
科
学
説

部
群
会
員
が
各
自
材
料
を
持

◇◇●◇◇

b
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高
萩
市
が
県
の
新
生
活
モ
デ
ル

部
落
と
し
て
指
定
し
た
下
君
田

部
落
は
…
…
‐
・
‐

戸
数
八
○
戸

人
口
三
七
四
人

内
農
家
戸
数
七
○
戸

耕
作
面
積
二
八
町
五
反

總
休
的
の
住
改
善
汎
数

七
○
戸
（
殆
ん
ど
農
家
〕

内
か
ま
ど
改
謹
両
数

三
七
戸
（
本
年
度
七
戸
〕

風
呂
改
善

二
三
戸
．
（
本
年
腱
六
戸
）

台
所
改
善

剛
四
戸
（
本
年
度
八
戸
）

新
築
及
改
増
蕊

八
戸
（
本
年
健
三
戸
）

井
戸
設
置

二
十
基
（
本
年
度
七
韮
〕

と
云
う
新
生
減
を
地
熔
行
く
模

範
部
蕗
で
あ
る
卿

八
月
二
十
九
日
鼎
小
禰
科
学
課

長
尾
普
及
惟
准
係
長
と
下
君
田

部
落
を
訪
問
し
た
。
部
蕗
の
方

為
は
県
よ
り
係
官
が
来
る
と
云

う
の
で
い
ち
早
く
下
君
田
公
民

舘
に
全
員
参
集
し
て
待
機
し
て

い
た
。
午
前
十
一
時
到
着
、
約

二
時
間
に
豆
っ
て
現
在
ま
で
の

手
近
な
台
所
の
工
夫

下
君
田
住
改
善
Ｉ

ｒ
ｌ
ｉ
ｌ
モ
デ
ル
部
落
を
訪
ね
て

概
況
を
聴
収
、
今
後
の
改
善
方

法
等
に
つ
い
て
長
尾
係
長
の
指

導
を
愛
け
た
後
、
意
見
の
交
換

を
し
て
個
封
の
改
善
状
況
を
見

せ
て
貰
っ
た
。

従
来
家
庭
の
台
所
は
主
婦
さ
え

不
自
由
才
が
ま
ん
す
れ
ば
ど
ん

な
不
便
な
、
不
完
全
な
と
こ
ろ

で
恥
間
に
合
う
と
一
種
の
あ
き

ら
仏
。
に
蛸
似
た
考
え
で
無
視
さ

れ
て
い
た
か
、
こ
れ
は
い
つ
に

な
っ
た
ら
農
村
が
文
化
的
な
生

活
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
農
村
の

働
く
人
々
の
生
活
を
現
在
よ
り

も
よ
り
良
く
向
上
さ
せ
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が

た
め
に
は
住
み
よ
き
、
働
き
よ

き
、
暮
し
よ
き
生
活
雌
境
を
与

え
為
こ
と
で
、
あ
る
。
そ
れ
に
は

ま
ず
衣
食
住
を
中
心
と
し
た
生

活
文
化
を
築
き
あ
げ
な
け
れ
ば

と
、
終
戦
に
よ
っ
て
故
郷
へ
帰

っ
た
鈴
木
童
忠
さ
ん
は
、
晴
い

台
所
や
か
ま
ど
を
改
善
し
て
主

婦
の
勢
力
を
少
な
く
す
る
と
共

に
調
理
炊
事
も
楽
し
く
で
き
る

よ
う
に
と
昭
和
二
十
四
年
に
部

落
で
一
番
早
く
改
善
を
さ
れ
、

折
に
ふ
れ
部
落
各
戸
の
斑
境
に

応
じ
た
台
所
や
か
ま
ど
改
善
の

一

ず
台
所
改
善
、
そ
し

て
か
ま
ど
の
改
鋳
が

第
一
だ
と
考
え
た
の

で
自
分
の
台
所
と
か

一
ま
ど
を
改
善
し
て
み

一
た
。
保
健
術
生
の
改
善
と

誕
蓉
誰
轆
鰐
酔
咋
銅

一
の
を
堀
井
一
戸
に
切
替

え
た
。
パ
ン
食
も
、

暖
房
設
術
も
年
次
計

画
で
実
施
し
て
来
た

普
及
啓
琴
に
努
め
て
来
た
の
で

あ
り
ま
し
た
。

其
の
努
力
の
甲
斐
あ
っ
て
か
今

で
は
前
記
の
よ
う
な
成
績
か
收

め
ら
れ
全
戸
が
改
善
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
の
モ
あ
り
ま
す
。

鈴
木
さ
ん
の
目
探
は
只
台
所
や

か
ま
ど
の
改
善
に
の
み
と
障
主

ら
ず
か
ま
ど
改
善
と
併
行
し
て

食
生
涯
の
改
善
即
ち
粉
食
の

奨
励
に
伴
う
パ
ン
か
ま
ど
の
設

置
や
暖
房
の
設
備
及
び
台
所
の

改
唇
と
併
行
し
て
井
戸
の
設
備

を
艇
励
し
て
衛
生
の
普
及
に
誌

さ
れ
て
来
た
の
で
あ
り
ま
す
。

鈴
木
さ
ん
は
住
生
活
改
善
に
つ

い
て
明
る
い
鶇
望
と
熱
意
の
あ

る
言
葉
で
次
の
様
に
語
っ
た
。

何
十
年
振
り
か
で
故
郷
へ
州
っ

て
み
て
農
家
の
住
生
活
の
不
合

理
さ
を
つ
く
づ
く
と
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
。

農
村
の
生
沼
改
善
と
い
、
え
ば
童

【罵眞説明］

下
君
田
住
生
活
モ
デ
ル
部
蕊

鈴
木
重
息
さ
ん
の
改
良
力
》
ド

皆さんに填めなくとも良いと自擬すればみずから笑行

す
る
よ
う
に
な
る
。
下
か
ら
職

り
上
る
声
、
そ
う
し
た
気
運
を

醸
成
す
る
こ
と
が
新
生
活
運
動

を
推
進
さ
せ
る
に
は
最
も
大
切

な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
と
忠

尺
ノ
○
幸い当部落は各家庭が自費して財政的に許す範洲内で台所、かまど、荘混、風呂と、改善されて参りました事は本当にうれしい。何も

も
同
じ
形
式
で
立
派
な
タ
イ
ル

や
レ
ン
ガ
造
り
で
築
く
こ
と
力

台
所
改
善
と
云
う
の
で
は
な
い

暗
い
台
所
を
で
き
る
だ
け
採
光

のよいよう窓を造るとか使いよいように棚や戸棚を施設するとか、主婦の動き易

い
よ
う
に
台
所
を
合
理
化
す
る

と
か
、
せ
め
て
流
し
だ
け
だ
も

一
使
い
よ
い
よ
う
に
す
る
と
か
そ

下
手
綱
食
生
活
モ
デ
ル
部
落

料
理
誌
哲
余
風
景

れ
人
、
自
分
自
身
で
工
夫
し
て

手
づ
か
ら
作
為
こ
と
も
立
派
な

生
活
改
善
で
は
な
か
ろ
う
か
。

特
に
農
家
で
は
改
善
し
た
い
こ

と
は
野
良
か
ら
き
だ
足
を
洗
わ

ず
す
ぐ
夕
食
の
川
意
に
か
上
れ

る
よ
う
土
足
で
訓
那
炊
事
の
で

き
る
よ
う
、
食
事
も
土
間
で
簡

単
に
す
ま
せ
る
工
夫
が
必
要
だ

、
と
田
砂
員
Ｊ
ｏ

こ
う
し
た
こ
牡
哨
部
落
の
深
い

認
識
に
よ
う
て
次
々
と
改
善
さ

れ
て
お
る
の
で
今
後
は
便
所
の

改
善
、
堆
肥
蕾
の
改
善
等
衛
生

的
改
善
か
ら
隣
間
の
改
善
、
屋

根
の
改
善
等
住
改
善
に
重
点
を

お
き
逐
次
食
改
譲
、
衣
改
善
と

身
近
か
な
も
の
か
ら
除
々
に
改

善
し
て
行
き
た
い
。

下
君
田
部
落
の
七
Ｃ
パ
ー
セ
ン

ト
に
近
い
住
改
誤
が
Ⅲ
来
た
こ

と
ば
一
公
民
館
を
中
心
と
し
た
婦

人
会
の
活
動
と
禅
年
団
の
湿
ま

衣
生
活
改
善
家
庭
蒲
と

野
良
潜
心
考
案
発
諜

し
い
熱
意
と
努
力
に
よ
る
活
動

が
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
と

顔
を
紅
潮
し
て
語
る
鈴
木
さ
ん

の
真
剣
な
態
度
に
、
何
か
し
ら

胸
を
打
た
れ
あ
も
の
を
感
じ

た
。
高
萩
駅
か
ら
五
里
と
い
う
山
間

の
部
落
を
こ
ん
な
に
も
立
派
な

生
活
文
化
を
築
き
上
げ
た
た
ゆ

霞
ざ
る
努
力
に
対
し
心
か
ら
感

謝
の
意
を
捧
げ
る
と
同
時
に
霞

ず
／
、
御
発
展
さ
れ
ん
こ
と
を

析
っ
て
情
さ
ま
と
別
れ
を
つ
げ

た
。
（
編
築
部
棚
谷
）

－．．
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今
回
高
萩
市
新
生
油
沌
励
の
一

助
と
し
て
機
関
紙
の
発
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
生
活
改
善
運
動

に
一
歩
前
進
し
風
つ
実
行
の
期

に
当
り
十
分
役
立
つ
こ
と
と
信

じ
て
ペ
ソ
を
限
り
私
の
私
見
を

発
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
い

私
達
の
生
活
で
一
番
大
切
な
こ

と
は
生
活
の
安
定
と
向
上
と
云

う
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
達
の
生

活
を
安
定
し
向
上
さ
せ
る
為
に

は
生
活
の
韮
礎
と
な
る
職
業
と

事
業
が
安
定
し
繁
栄
す
あ
こ
と

が
必
要
で
す
が
、
更
に
大
き
く

は
日
本
経
済
が
健
全
な
婆
一
で
発

展
す
る
こ
と
が
よ
り
必
要
な
こ

と
で
す
。
現
在
の
日
本
経
緕
に

と
っ
て
何
が
最
も
大
切
な
こ
と

で
あ
る
か
問
題
は
い
る
ノ
、
あ

り
ま
し
ょ
う
か
私
は
お
金
の
価

値
を
班
定
さ
け
》
る
こ
と
が
第
一

だ
と
思
い
『
王
す
○
終
戦
以
来
御

承
知
の
よ
う
に
日
・
本
の
物
価
は

絶
え
間
な
く
上
っ
て
き
ま
し
た

大
体
戦
前
一
円
の
品
物
は
現
在

三
面
五
十
川
出
さ
な
い
と
買
え

な
い
と
い
う
状
態
で
す
。
こ
れ

は
結
局
お
金
の
価
値
が
戦
前
の

三
百
五
十
分
の
一
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
様
に
お

金
の
価
値
が
下
る
と
日
本
経
済

の
あ
ら
ゆ
る
面
に
非
常
に
腰
い

影
響
を
脱
た
へ
ま
す
が
個
人
の

生
活
で
は
收
入
が
物
価
に
つ
れ

て
増
加
し
な
い
と
今
迄
通
り
の

生
活
が
出
来
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
ま
た
貯
金
を
す
る
と
そ

の
お
金
の
価
値
が
下
る
と
云
う

心
配
か
ら
貯
蓄
も
振
わ
な
く
な

發
刊
に

秋

あ
た

山

り
ま
す
。
貯
蓄
が
な
い
と
個
人

生
活
が
喪
定
し
な
い
ば
か
り
で

な
く
日
本
経
済
に
と
っ
て
も
そ

の
発
展
に
必
要
厳
資
金
が
蓄
積

で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
お
金
の
価
値
を
安
定
さ

世
、
日
本
絲
済
を
健
全
な
婆
に

立
ち
直
す
に
は
合
理
化
と
い
う

こ
と
を
徹
底
し
な
く
迄
は
な
り

ま
せ
ん
。
政
府
は
財
政
を
合
理

化
し
て
少
な
い
支
川
で
能
率
を

あ
げ
出
来
る
だ
け
税
金
を
減
ら

し
企
業
に
事
務
や
作
染
を
合
理

化
し
て
安
い
原
価
で
慨
秀
な
品

物
を
造
り
国
民
の
生
活
を
豊
か

に
す
る
。
各
家
庭
で
は
物
の
買

い
方
、
使
い
方
も
合
理
化
し
て

收
入
の
中
の
な
に
が
し
か
を
残

し
て
貯
蓄
す
為
。
こ
の
政
府
と

企
誰
と
家
計
の
三
つ
の
合
理
化

が
最
も
重
要
な
点
で
｝
こ
れ
ら
の

三
つ
は
お
互
い
に
密
接
な
関
連

が
あ
っ
て
ど
れ
が
欠
け
て
も
十

分
な
効
果
は
あ
が
り
ま
せ
ん
。

と
）
」
ろ
で
御
主
人
や
奥
様
方
に

一
番
関
係
の
深
い
淌
費
生
活
の

合
理
化
は
ど
う
な
っ
て
居
る
で

し
ょ
う
か
最
近
は
デ
フ
レ
で
物

価
の
上
が
り
方
は
止
ま
り
お
金

の
価
値
は
幾
分
落
着
い
て
そ
の

結
果
貯
蓄
も
増
し
て
来
て
居
り

ま
す
。
こ
の
様
な
状
態
に
な
っ

た
の
は
今
買
な
く
て
も
こ
れ
か

ら
先
も
っ
と
安
く
な
る
か
も
し

れ
な
い
と
云
う
気
持
か
起
っ
て

一
般
の
人
が
寅
控
た
こ
と
が
、

も
っ
と
も
大
き
な
原
因
で
す
。

然
し
物
の
買
椌
と
い
う
こ
と
は

一
時
的
な
こ
と
で
す
か
ら
デ
フ

Iニ

ノ、

つ

都
て

←ユヨ

『卿
Uト弓

脚

レ
で
今
ま
で
多
く
の
人
為
が
費

し
た
努
力
と
ぎ
牲
が
本
当
に
効

果
が
あ
る
様
に
す
る
為
に
は
私

達
の
生
活
を
も
っ
と
堀
下
げ
て

生
活
内
容
を
よ
り
以
上
豊
に
し

な
が
ら
生
活
を
節
約
し
て
貯
蓄

も
出
来
る
と
云
う
禎
極
的
な
解

決
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
そ
れ
で
こ
そ
安
く
て
豊

か
な
生
活
が
出
来
る
わ
け
で
す

以
上
の
様
な
側
点
か
ら
佃
人
の

椚
費
生
活
に
つ
い
て
そ
の
原
則

的
な
衣
、
食
、
住
の
面
よ
り
と

り
急
げ
、
ど
う
し
た
ら
家
計
の

節
約
と
生
活
改
善
の
向
上
が
出

来
る
か
と
云
う
具
体
的
な
考
へ

方
と
方
法
を
研
究
す
る
こ
と
に

致
し
ま
し
ょ
う
。
昔
な
が
ら
の

不
便
な
住
宅
和
洋
合
せ
た
二
重

の
衣
食
生
活
を
い
か
に
化
学
的

に
文
化
的
に
合
理
化
さ
れ
た
新

生
活
に
切
り
か
え
る
べ
き
か
等

を
十
分
研
究
努
力
し
て
、
日
常

の
生
活
を
一
歩
一
歩
向
上
さ
せ

る
こ
と
に
お
互
が
協
力
し
て
明

る
い
家
庭
を
作
り
上
げ
ま
し
ょ

う
。
次
刊
よ
り
引
続
き
其
の
細

部
に
付
い
て
ペ
ソ
を
取
ら
せ
て

頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
い
わ

ず
も
が
な
の
事
で
し
ょ
う
が
主

婦
の
皆
様
方
が
こ
の
趣
旨
を
十

二
分
に
く
み
と
ら
れ
御
主
人
の

協
力
を
仰
ぎ
生
活
の
合
理
化
に

一
層
工
夫
を
こ
ら
し
新
日
本
建

設
の
為
、
小
さ
く
は
御
家
庭
繁

栄
の
た
め
御
努
力
あ
ら
ん
こ
と

を
機
関
紙
発
行
の
御
祝
と
共
に

切
に
お
願
い
し
て
や
み
ま
せ

ん
。

高
萩
地
区
農
薬
改
良
相
談
所
主
任

窪
畑

本
武
男
一

ｆ

今
か
ら
二
○
年
前
に
は
乳
用
一
れ
て
家
庭
の
生
活
改
善
の
一
部
一

山
羊
を
飼
っ
て
居
た
の
は
高
萩
一
門
と
普
及
を
し
て
い
る
。
で
は
の
金
沢
さ
ん
の
管
莱
用
と
満
人
此
の
山
羊
乳
に
は
ど
ん
な
効
能

の
あ
る
二
三
の
家
庭
に
過
ぎ
な
か
あ
る
の
で
し
よ
り
。
“

か
つ
た
。
そ
し
て
物
好
な
人
が
成
分
表
を
開
い
て
見
る
と

山
羊
を
飼
う
と
病
人
が
出
る
と

恥拒鑑白脂肪繩質陰口を云われたものであっ

た
。
山
羊
を
飼
う
こ
と
に
ょ
っ
山
羊
乳
室
一
三
三
夷
四
‐
季

て
病
人
が
治
為
な
ら
ど
う
し
て
一
人
乳
杢
一
、
函
彗
コ
セ
、
一

健
康
な
家
庭
で
剛
う
の
が
悪
い
’
一
牛
乳
五
九
一
一
一
、
。
菫
、
二
鯉
、
垂

の
だ
ろ
う
。
炳
人
の
居
な
い
家
一
豚
肉
面
一
芸
一
‐
四
六
、
垂
ｏ
、
二

庭
で
山
羊
を
綱
へ
ぱ
病
気
に
な
一
ま
ぐ
ろ

ら
な
い
の
は
確
か
で
あ
る
。
こ
（
切
身
）
一
宅
一
画
、
Ｃ
一
、
ロ
ロ
ー
奉
の
理
由
が
二
○
年
前
に
は
判
ら
白
米
一
一
酉
一
六
、
四
○
パ
嬉
、
函

な
か
Ｃ
た
。
そ
れ
が
現
在
は
ど
と
な
っ
て
居
り
牛
乳
よ
り
鞘
鵬
５
で
あ
ろ
う
か
、
ど
の
部
落
に
一
い
と
云
う
こ
と
が
出
来
る
幻
今
一

行
っ
て
も
山
羊
の
婆
．
を
見
か
け
一
一
日
に
一
升
位
搾
れ
て
一
年
に
一

な
い
処
は
な
い
。
二
○
年
の
年
二
一
滴
位
と
す
為
と
、
云
口
十
円
一

函
恥
岬
砕
唾
乢
簔
醒
華
蓮
密
雑
言
率
斗
痙
恥
逢
切
切
沁
割
畷
蹴
函
一

口
″
一
少
時
、
■
１
３
二
二
畠
と
″
Ｂ
２
、
罰
串
ｊ
■
β
５
戸
守
回
陣
、
Ｊ
々
“
空
卓
豆
令
Ｉ
、
８
皇
『
伊
伊
ロ
ｊ
■
屯
て
ぎ
Ｐ
元
。
〃
Ｆ
》
戸
向
、
凹
紅
″
ヴ
ニ
も
令
画
ｈ
ｎ
〃
寺
専
ゲ
。
、
ざ
、
Ｄ
員
妄
毛
″
〃
、
卓
ロ
、
二
、
〃
″
Ｆ
弓
一
・
、
、
４
占
宇
二
Ｄ
Ｊ
０
上

○
こ
と
し
の
八
月
十
五
日
、
敗

戦
し
て
満
十
年
に
な
り
重
す

が
こ
の
十
年
間
の
動
き
を
皆

様
は
心
静
か
に
振
返
っ
て
み

た
で
し
ょ
う
か
、
ど
り
し
て

こ
の
よ
う
に
稲
民
地
ら
し
い

社
会
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か

○
集
団
民
族
的
な
あ
ら
ゆ
る
国

民
的
な
つ
な
が
り
を
ば
ら
ば

ら
に
し
て
「
骨
抜
き
」
に
し

て
し
ま
り
よ
ら
な
「
占
領
政

策
」
が
な
ぜ
行
わ
れ
た
で
し

自
家
用
に
山
羊
を

飼
：
Ｌ
ま
し
ょ
う

、
。

蝋
わ
た
し
達

の
反
心
画

唾

よ
う
か
。

○
そ
し
て
苦
し
い
箸
の
敗
戦
が

そ
れ
ほ
ど
苦
痛
に
な
ら
な
か

っ
た
か
。

○
生
き
て
行
く
た
め
の
目
的
が

失
わ
れ
て
も
な
お
か
つ
生
旙

出
来
る
と
い
う
こ
と
は
他
国

の
授
助
に
よ
る
も
の
で
、
こ

の
援
助
を
あ
へ
て
す
る
依
存

心
が
知
ら
ず
知
ら
ず
に
養
わ

れ
た
こ
と
、
こ
れ
は
と
り
も

な
を
さ
ず
独
立
心
が
失
わ
れ

豚
肉
と
比
べ
る
と
豚
胸
一
○
ｃ

匁
一
六
○
円
と
し
て
六
万
九
千

六
首
円
蛋
白
質
だ
け
の
比
鮫
で
》

も
マ
グ
ロ
な
ら
百
匁
五
○
円
に

し
て
六
千
二
百
五
十
円
と
な

る
。
亦
我
ん
が
毎
日
食
べ
て
い

る
白
米
に
比
べ
て
咄
カ
ロ
リ
ー

だ
け
の
計
算
で
四
斗
六
升
と
裁

う
こ
と
に
な
る
。

ど
う
云
う
上
流
家
庭
で
あ
っ

て
も
一
年
に
豚
肉
を
四
三
メ
五

○
○
食
べ
た
り
蚊
は
弾
グ
ロ
の

サ
シ
ミ
オ
鼻
ニ
メ
五
○
○
匁
鼠

う
処
は
無
い
で
し
ょ
う
。
そ
れ

が
一
Ⅱ
一
升
出
る
山
ぎ
の
そ
の

乳
を
家
族
中
で
飲
む
」
」
と
に
よ

り
価
値
が
川
る
の
で
す
。
こ
れ

を
考
え
る
と
ど
う
し
て
も
山
ざ

を
剛
い
た
く
な
り
寵
す
。
そ
し

て
一
度
置
い
た
人
は
十
年
も
二

○
年
哨
幻
堂
い
て
置
く
こ
と
に

な
る
の
通
す
。
そ
し
て
知
ら
ず

ノ
ー
、
‐
に
現
金
支
出
が
少
く
な
っ

て
家
族
中
健
康
に
な
り
愉
快
に

助
き
勉
繊
も
出
来
て
一
家
索
禰

の
基
礎
と
な
っ
て
参
り
ま
す
卿

こ
ｋ
で
生
活
改
善
の
第
一
歩
は

「
先
づ
山
ぞ
二
匹
の
飼
育
か
ら

」
と
叫
び
ま
し
よ
り
。

ニ
ヂ
■
″
Ｉ
Ｆ
“
句
叱
凹
、
Ｆ
〃
蜀
陵
Ｆ
ｒ
字
企
亭
Ｆ
Ｌ
ｆ
更
■
、
・
テ
串
伊
″
且
弔
ロ
今
』
垂
Ｆ
１
〃
０
学
】
、
』
一
、
Ｊ
乎
酬

た
こ
と
で
あ
る
Ｃ

Ｏ
を
し
て
こ
の
結
果
は
生
命
淀

は
ぐ
く
ん
で
く
れ
た
郷
土
へ

の
愛
情
が
失
は
れ
つ
典
あ
る

こ
ル
ー
な
ど
が
反
省
ざ
れ
為
わ

け
で
あ
る
。

○
こ
の
ま
上
で
ゆ
け
ば
自
ら
の

力
で
生
活
し
て
行
く
努
力
心

も
生
活
の
安
定
も
な
く
な
っ

て
し
ま
い
は
せ
ぬ
か
。

。
独
立
し
て
四
年
、
今
こ
そ
翼

釧
に
、
狂
っ
た
社
会
を
、
民

族
生
存
の
た
め
の
正
常
な
社

会
に
と
り
も
ど
す
た
め
に
お

互
が
自
緊
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

○
戦
後
十
年
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
深
く
反
省
し
て
魂
よ
う
で

は
あ
り
ま
ん
か
ぐ

－4
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》
科
学
は
日
常
生
活
の
能
率
を
高

め
て
そ
の
無
駄
を
省
き
、
個
人

と
と
も
に
社
会
鴫
富
み
、
結
局

一
私
ど
も
に
愉
快
な
生
活
を
も
た

》
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

私
ど
も
の
日
常
生
活
が
頁
に
科

一
学
の
恩
恵
に
浴
す
る
た
め
に

一
は
、
科
学
の
教
え
る
理
法
を
十

分
に
の
み
込
み
そ
の
法
則
を
百

般
の
生
活
に
応
用
し
て
生
活
が

能
率
化
さ
れ
幸
福
化
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

い
ま
の
生
活
は
あ
ま
り
に
複
雑

に
す
ぎ
又
不
合
理
な
こ
と
が
平

誰
気
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
私
ど
も
の
家
庭
で
鴫
又
社
会
に

一
礎
露
軸
沙
犀
垂
》
吋
諦
辞
栖
轤
蝿

一
み
て
極
め
て
峡
陥
が
多
い
こ
と

一
翫
籠
秘
榊
率
飛
藝
咋
岼
諦
幟
岬

千
弛
緩
が
為
る
の
で
に
な
い
で
し

一
よ
う
か
Ｕ

韮
私
ど
恥
は
先
ず
其
の
日
常
生
活

一
昨
鋤
北
癖
鶏
嘩
醗
を
誕
琲
一
諦
娠

一
往
、
社
交
、
儀
礼
の
上
に
お
い

て
一
切
の
冗
費
を
省
き
虚
栄
、

虚
飾
を
改
め
て
質
実
と
な
し
生

活
様
式
を
合
理
的
に
工
夫
し
、

之
に
よ
っ
て
活
動
能
率
を
増
進

し
て
一
身
一
家
を
修
む
る
は
勿

一
な
い
こ
と
は
論
詐
侯
た
な
い
と

論
ひ
い
て
は
社
会
の
進
歩
国
運

の
進
展
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

一
存
じ
ま
す
。

生
活
の
合
理
化
を
回
り
豊
か
な

●
：
生
活
を
致
し
た
い
と
云
う
こ
と

新
生
活
モ
デ
ル
市
に

指

抄 t‐戸

疋

評
。
、

Ⅱ
Ⅱ
〔
志
向は

諦
し
咄
考
て
い
る
事
で
あ
り

ま
す
が
実
際
に
は
な
カ
ノ
、
聞

来
得
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

生
活
科
学
化
が
全
市
民
に
徹
底

し
突
践
さ
れ
て
平
和
な
住
み
よ

い
市
に
な
る
に
は
数
年
或
は
十

数
年
を
要
す
る
で
し
ょ
う
が
要

は
自
分
個
々
の
足
も
と
を
よ
く

郷
妙
濡
唯
“
咋
誕
獅
鋲
鎧
牝
津

げ
て
川
次
実
行
す
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
ず
。

腺
に
於
て
は
諏
点
施
莱
と
し
て

昭
和
二
十
五
年
度
か
ら
生
活
科

学
化
運
動
を
実
施
し
て
参
り
ま

し
て
現
在
で
は
陳
下
各
市
町
村

が
と
り
あ
げ
本
運
動
の
推
進
に

努
め
て
お
り
本
市
と
い
た
し
ず

し
て
も
県
の
指
定
一
』
二
一
フ
ル
市
と

し
て
本
年
度
よ
り
発
足
い
た
し

活
溌
な
運
動
を
展
開
い
た
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
い

し
か
し
生
活
科
学
化
運
動
は
一

朝
一
夕
に
達
成
し
得
る
も
の
で

は
な
く
市
民
と
祗
接
指
導
に
、
あ

た
る
者
の
断
え
ざ
る
熱
意
と
努

力
が
そ
の
成
果
に
密
接
な
関
連

を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で

本
市
の
生
活
科
学
化
事
業
が
末

端
に
ま
で
徹
底
し
実
施
さ
れ
る

よ
う
関
係
機
関
及
び
関
係
各
種

団
体
の
御
協
力
と
地
域
活
動
体

の
活
溌
な
実
践
を
期
待
す
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。

筒
本
市
が
モ
デ
ル
部
落
と
し
て

部
門
毎
に
指
定
し
た
部
落
団
体

名
及
び
こ
れ
ま
で
の
実
績
と
こ

と
し
の
目
標
を
次
に
列
記
い
た

萩ォl
市

役て

所
、ノ

| ’

し
ま
し
た
の
で
関
係
各
位
の
絶

大
な
る
御
指
導
を
賜
り
た
く
お
肉
Ｕ
細
詞
小

茄
滝
公
民
鉗
代

こ
れ
雷
で
の
賓
績

一
、
生
活
の
計
側
化

１
、
定
期
的
休
日
の
設
定

二
、
迷
信
の
打
破

三
、
因
習
、
虚
礼
の
廃
止

１
、
門
松
の
自
粛

全
、
年
始
回
礼
の
改
善

四
、
葬
儀
諸
式
の
合
脚
化

五
、
祭
礼
、
行
事
の
合
理
化

１
、
祭
礼
の
統
一

四三二

衣
生
活
の
改
善

高
萩
婦
人
会
浜
野
班
代
表
者
齋
藤
み
つ

こ
れ
ま
て
の
實
績
一
こ
と
し
の
目
標

、
衣
類
の
突
川
化
華
一
、
衣
類
の
計
両
鑿
術

１
，
ふ
だ
ん
蒲
の
合
抑
化
－
１
、
季
節
、
用
途
に
応
じ
た

衣
類
の
計
画
的
調
製
の
普

、
衣
類
の
手
入
保
存
及

、
衣
類
の
更
生
利
川

一
二
、
化
学
繊
維
の
利
用
普
及
と

、
作
業
衣
の
改
善
一
正
し
い
扱
い
方
の
研
究
指
導

１
諦
銅
奉
認
卿
詐
罎
嘩
浄
栂
一
轌
娠
癖
唾
裡
禮
瑚
州
善
と
普

休
験
発
表
一
及

食
生
活
の
改
善

下
手
綱
下
町
第
一
生
産
組
合

代
表
者
荒
川
千
代

こ
れ
ま
て
の
寳
績
一
こ
と
し
の
目
標

・
粉
食
の
奨
励
一
で
栄
養
知
識
の
普
及
と
柴
養

一
、
衣
類
の
計
両
整
術

１
、
季
節
、
用
途
に
応
じ
た

衣
類
の
計
画
的
調
製
の
普

及

二
、
化
学
繊
維
の
利
用
普
及
と

正
し
い
扱
い
方
の
研
究
指
導

三
、
衣
類
の
更
生
利
用

四
、
作
業
衣
の
合
理
化

五
、
乳
幼
児
衣
服
の
改
善
と
普

及

生
活
行
事

一
面
侭
鰍
Ｉ
Ｕ
Ｔ
奇
士
、
１
，
『
誼
ご
・
）
Ｉ
‐

く
お
一

慣
習
等
の
改
善

代
表
署
戸
祭
茂

混
一
こ
と
し
の
目

弓
生
活
の
計
脚
化

定
－
１
鈩
細
答
、
家
事
と

一
二
、
結
婚
諸
式
の
合
理

一
三
、
各
種
会
合
の
能
率

１
，
時
間
の
厳
守

－
２
爾
鐸
潅
錘
確
誰
癖

》
３
、
飲
食
の
合
理
化

化
拙
四
、
祭
礼
、
行
事
の
合

・
１
、
祭
礼
の
統
一

一
２
、
新
旧
歴
の
統
一

》
五
、
因
習
虚
礼
の
廃
止

・
１
、
酒
裳
様
式
②
改

盃
の
廃
止
、
節
酒

守
等
）

の
改
善

願
い
致
し
ま
す

勢
、
家
事
と

。

休
養
の

諸
式
の
合
理
化

会
合
の
能
率
化率

化
と

ヒイ時善
伺日

1日ルー・ 、

磁献

瓢］
〃’

洲r
11斗

標義

１
，
．
ハ
ソ
、
め
ん
類
食
の
晋
一
食
の
奨
励

及
」
１
、
農
繁
期
食
の
改
善
及
び

二
、
家
畜
（
山
羊
）
飼
育
と
乳
一
保
存
食
の
研
究
と
普
及

》
堂
、
粉
食
「
混
食
に
湖
し
た

の
利
用

三
、
保
存
食
及
栄
養
食
の
研
究
－
３
剛
種
掘
調
鑑
涯
鑛
唖
徹
底

１
、
料
琲
拙
習
会
の
開
催
二
一
、
Ⅲ
食
川
家
耕
等
、
栄
錐
食
品

２
、
農
繁
期
に
適
し
た
栄
義
一
の
向
給
普
及

献
立
の
工
夫
二
一
一
、
其
の
他

・
１
、
台
所
、
カ
マ
ド
の
改
善

》
盆
、
洲
蝿
器
具
の
能
率
的
術

酢
的
改
善

住
生
活
の
改
善

下
飛
田
大
川
部
落

代
表
者
鈴
木
近
忠

こ
れ
ま
で
の
實
績

一
、
合
所
、
カ
マ
ド
の
改
善

１
、
改
良
カ
マ
ド
の
構
築

２
台
所
の
採
光
、
能
率
的
改

善

二
、
風
呂
釜
の
改
善

１
、
地
方
燃
料
事
情
に
即
し

た
風
呂
の
改
善

三
、
イ
ロ
リ
短
コ
タ
ッ
の
改
善

１
、
経
済
的
、
衛
牛
的
探
嵯

設

備

の

改

善
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や
ａ
ｕ
Ｊ
ダ
ニ
Ｐ
－
ｑ
４
、
■
も
『
ロ
リ
ニ
β
唖
Ｕ
ご
令
己
１
Ｊ
目

主
ら
な
か
っ
た
ら
、
第
三
者
の
閥
し
き
友
に
う
ち
あ
け
る
か

、
、
□

１
町
１
Ｖ

し
か
し
相
手
に
不
平
を
も
ら
す
の
ば
三
日
あ
と
か
四
日
あ
と

に
し
ろ
。

そ
れ
で
も
な
お
早
す
ぎ
る
。

明
日
と
云
う
日
が
き
た
と
き
に
す
る
が
い
い
、
明
日
主
で
我

慢
し
よ
う
。

明
日
ま
で
我
慢
し
よ
う
と
恩
っ
こ
い
ろ
５
ち
に
不
愉
快
や
乍

平
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
も
の
だ
。

、
、
ロ
〃

Ｐ

“

串

呵

、

勺

も

、

ｑ

、

ｑ

も

『

〃

可

４

℃

写

、

や

ケ

ヂ

■

Ｊ

ｒ

０

－

Ｅ

、

．

、

二

″

ロ

．

戸

宰

、

、

ｒ

凸

二

、

■

、

胃

名

曲

ｒ

Ａ

迅

与

、

Ｐ
ｐ
″
″
‐
凹
凸
『
・
噸
苧
〕
Ｂ
〃

戸
己
ｑ
ｌ
、
ｑ
Ｐ
・
ａ
Ｆ
ｐ
Ｄ
″
Ｂ
、
、
屯
、
ロ
Ｆ
“
ノ
ロ
ｌ
卓
・
』
、
ロ
も
、
日
″

》
太
陽
銀

一
川
、
柱
に
映
す
ろ
迷
偏
打
服

二
寺
七
＆
１
″
一
ち
。
」
Ｉ
、
巳
、
畠
伊
写
。
”
ｆ
、
Ｈ
、
も
り
二
○
Ｊ
ｆ
毎
ヶ
、
、
．
△
、
〃
．
〃
ｊ
『
ｑ
ｌ
、
日
、
。
“
“
』
〃
ｒ
、
ロ
、
や
卓
Ｐ
Ⅱ
夕
日
毎
々
『
屯
や
ｔ
ｊ
々

不
愉
快
な
こ
と
や
不
平
か
あ
っ
た
ら
一
人

で
外
を
散
歩
す
る
か
、
眉
轆
を
起
し
埴
疲
れ

る
ま
で
働
く
が
い
い
。
そ
れ
で
も
虫
が
お
き

ら
、
第
三
者
の
綱
し
き
友
に
う
ち
あ
け
る
か

二三五 一一

1 、 2 1の､2 1

こ
と
し
の
目
標

住
生
活
の
改
善

Ｉ
、
日
照
へ
採
光
）
問
収
、

換
気
を
考
慮
し
た
住
隅
の

換
気
改
善
、
防
合
所
改
善

、
《
画

び
能
、
天
及
び
井
戸
、
術
及
び
時
に
て
普
住
に

舟
：
蕊
５
〃
菅
．
〃
ｊ

所
の
換
気
、
探
光
及

率
的
改
善

日
利
用
水
溜
の
構
築

普
及
及
び
便
所
の
改
善

牛
的
飲
料
水
の
改
善

改
良
便
所
の
備
蕊
、

築
家
屋
を
対
照
と
し

及関
す
る
迷
儒
打
破

ｑ
ｌ
、
日
、
．
“
“
』
〃
ｒ
、
ロ
、
や
卓
Ｐ
Ⅱ
夕
日
毎
々
『
屯
や
ｔ
ｊ
々

Ｆ
急
』

が
あ
っ
た
ら
一
人
〉

入
的
改
蕃

カ
マ
ド
、
風
呂
釜
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